
日本歯周病学会 第９１回 歯科衛生士教育講演会 報告 

 

1. 研修会名： 日本歯周病学会第91回歯科衛生士教育講演会（日本歯科衛生士会第5次生涯研修） 

 

2. 主催： 特定非営利活動法人 日本歯周病学会（歯科衛生士関連委員会） 

 

3. 協力： 一般社団法人愛媛県歯科衛生士会 

 

4. 日時： 令和3年11月14日（日）10時～15時30分 

 

5. 場所： Web研修（Zoomウェビナー） 

 

6. 演題：  ① 歯科衛生士が知っておくべき歯周治療の基礎 -歯周病の分類、Ｐ重防など- 

 ②  歯周病患者への情報収集と記録 -医療面接、歯科衛生業務記録など- 

 

7. 講師：  小田 茂（日本歯周病学会 歯科衛生士関連委員会 委員） 

         茂木 美保（日本歯周病学会 歯科衛生士関連委員会 委員） 

 

8. 研修単位：①②に該当する場合は、それぞれの単位取得が可能 

① 日本歯周病学会会員の場合 

   ・認定歯科衛生士制度における申請時の教育研修単位（8単位） 

   ・更新時の生涯研修単位（10単位） 

② 日本歯科衛生士会会員、会員外の場合 

   ・第5次生涯研修制度に基づく専門研修単位（歯周治療の基礎技術） 

    「Ⅰ歯周治療の基礎 A歯周病とは（原因、病態、分類等）」2単位 

    「Ⅰ歯周治療の基礎 D医療面接と主観的情報の把握（主訴、現病歴、既往歴等）」2単位 

 

9. 内容： 

当初、集合型研修会で案内していたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、9月下

旬にWeb研修（Zoomウェビナーによるライブ配信）に変更となった。 

受講者は、開催地の愛媛県（71名）のほか、東京（4名）、福島・神奈川・大阪・兵庫・香川・高

知（各2名）、埼玉・千葉・徳島（各1名）から参加。その人数は90名であり、そのうち日本歯周病学

会会員の参加は24名であった。なお、愛媛県の日本歯周病学会認定歯科衛生士数は、2021年10月31

日現在6名である。 

はじめに、愛媛県歯科衛生士会川上会長より挨拶があり、次に茂木講師より、日本歯科衛生士会

の生涯研修制度及び日本歯周病学会認定歯科衛生士制度等の説明があり、卒後研修の重要性を伝え

た。 

続いて小田講師より「歯科衛生士が知っておくべき歯周治療の基礎-歯周病の分類、P重防など-」

と題して講演を行った。直近の歯科疾患実態調査の結果や、平成30年に成立した「健康寿命の延伸

等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法」の附則では「歯科疾

患と循環器病の発症との関係に係る研究を推進する」とされていることなど最近の国の動き等につ

いて説明した。また、歯周病治療に関する最新の知見として、新しい歯周病の分類やPISA、P重防に



ついても解説を行った。欧米で提唱された歯周病に関する新しい分類では、侵襲性歯周炎と慢性歯

周炎と分類していたものは一つの歯周炎とし、新たに重症度を示すステージと進行を示すグレード

という診断のフレームワークが導入され、日本歯周病学会ではこれまでの分類に新分類を併記して

用いることとしたこと等が説明された。PISAは歯周ポケット炎症面積を計算し炎症創の広がりを数

値化するもので、医科歯科連携における歯周炎の全身への影響度を判定する指標として用いること

が示された。P重防（歯周病重症化予防治療）は令和２年の診療報酬改定で新たに導入され、４㎜未

満のポケットを有する者が対象となり、歯肉炎も対象となる。４㎜以上の者は従来のSPTでの対応と

なる。SPT（Supportive Periodontal Therapy）とメインテナンスについての説明では、SPTは病状安定

となった状態を維持するための治療、メインテナンスは治癒した歯周組織を維持するための健康管

理であるとのすみ分けはあるが両者ともに歯周治療の鍵となっていることが示され、歯科衛生士が

治療の成否に深く関わっていることを改めて認識してもらった。 

後半の講演は、茂木講師より「歯周病患者への情報収集と記録-医療面接、歯科衛生士業務記録な

ど-」と題して行われた。医療面接は診断の参考のための病歴や病状等身体面の「聞き取り」にとど

まらず、その患者さんと対話を通じて、心理的な面や社会的な面をも含んだ患者さんを全人的に捉

えるもので、患者さんを理解し信頼関係を築くためにも重要であることを示した。また、歯科衛生

士業務記録は３年間保管することが法で定められているが記録のルールはなく、個別に工夫してい

るという現状において、SOPIE形式の記録について説明した。 

最後に、問診、口腔内写真、X線写真といった情報を収集するばかりではなく、その情報から原因

や保健指導、治り方などを考えることが必要であるとまとめた。 

 

愛媛県歯科衛生士会（配信本部）       愛媛県歯科衛生士会 川上三紀会長と演者 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演者（小田茂委員）                演者（茂木美保委員）      



講演会の様子（ライブ配信） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県歯科衛生士会執行部の皆さまと演者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


